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２２ 分分野野別別施施策策にに関関連連すするる事事業業

※ 整備・事業目標については、注記がない場合は平成 31 年度の目標値です。 

番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

１－（１） 

☆ 

民間「計画相談支援」事業所の

拡充 

民間「計画相談支援」
事業所総数 
18 事業所 

民間「計画相談支援」
事業所総数 
27 事業所 

相談支援事業者研修会
の開催  

２回／年 

相談支援事例集の作成
と事例の蓄積・更新

１－（２） 
☆ 

訪問支援（アウトリーチ）事業
医師・保健師による訪
問支援 

地域精神保健相談員
（精神保健福祉士）を
加えた多職種による
訪問支援 

１－（３） 
ＳＮＳを活用した障害者福祉

情報の発信 
区公式ツイッター発信

４回／年 
区公式ツイッター発信

12 回／年 

１－（４） 
（仮称）発達障害者支援連絡会

の開催 
― ３回／年 

施策１ ケアマネジメント体制の強化

番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

２－（１） 

☆ 

重症心身障害児（者）在宅レス

パイト事業 

― 利用者数 30 名 

２－（２） 「居宅介護」「重度訪問介護」

利用者数 924 人／月 利用者数　 994人／月

利用時間  
51,814 時間／月

利用時間  
53,771 時間／月

（平成 29 年度） 

２－（３） 日中活動の場の充実 
民設福祉園の開設 
（平成 26 年 ６月） 

利用需要の把握・民間
事業者との協議 

２－（４） 短期入所事業 民間事業所数 ９所 民間事業所誘致(１所)

２－（５） 
練馬障害福祉人材育成・研修セ

ンターの運営 
基礎研修、階層別研修
の実施 

障害特性別研修・中堅 
職員育成の充実

施策２ 暮らしを支える介護・援助の充実
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○ 本計画では、「ビジョン」障害者福祉分野のアクションプランを重点事業と位置付けて

います。あわせて施策１から施策９において示した「主な取組」に関連する主要な事業

を１つ掲載しています。 

○ 戦略計画と関連する事業は☆で示しています。 

※ アクションプランは平成27年６月を目途に策定するため、変更する可能性があります。 

※ 平成26年度末見込みで未整備の事業は、「－」で示しています。 

１１ 重重点点事事業業（（アアククシショョンンププラランン））

番号 事業名 平成 26 年度末見込み 平成 29 年度目標 

【１】 
障害者の生活状況に応じ
たケアマネジメント体制
を強化 

相談支援の実施 
障害者地域生活支援セン
ターの相談支援機能強化

民間「計画相談支援」 
事業所総数 

18 事業所 

民間「計画相談支援」 
事業所総数 

24 事業所 

―
地域精神保健相談員の 
配置 

２名 

【２】 
重症心身障害児（者）の
家族支援事業（在宅レス
パイト事業）を新設 

― 利用者 30 名 

【３】 

地域で暮らし続けられる
住まいの確保（障害者グ
ループホームの整備促
進） 

― 

重度障害者 
グループホーム 

10室の用地調整・事業者選定

中軽度障害者 
グループホーム 

343 室 

中軽度障害者 
グループホーム 

433 室 

【４】 障害者の就労を推進 

就労支援の実施 
「就労移行支援」事業所
等と連携した就労支援の
強化 

福祉施設等から一般就労
した年間の障害者数 

年間 100 人 

福祉施設等から一般就労
した年間の障害者数 

年間 160人 

― 共同受注窓口の設置 

【５】 日中活動の場の充実（福
祉園の整備・拡充） 

― 
生活介護事業所の定員拡
大に向けた関係機関・民
間事業所との協議 

第 ４ 章  主な実施事業
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32 ページ 
第４章 オモな実施事業 
○ 本計画では、「ビジョン」障害福祉ブンヤのアクションプランを重点事業と位置付けています。

あわせてセサク１からセサク９において示した「オモな取組」に関連するシュ要な事業を１つ掲

載しています。 
○ 戦略計画と関連する事業は星印で示しています。 
    ※ アクションプランは平成 27 年 6 月を目途に策定するため変更する可能性があります。 
  ※ 平成 26 年度マツ見込みでミセイビの事業は、記載なしと示しています。 
 
１ 重点事業（アクションプラン） 
  事業ごとに、平成 26 年度末見込みと平成 29 年度目標を記載。 
（１）障害シャの生活状況に応じたケアマネジメント体制を強化 
・平成 26 年度末  相談支援の実施 
平成 29 年度目標 障害シャ 地域生活 支援センターの相談支援 機能強化 

・平成 26 年度末 民間「計画相談支援」事業所 18  
平成 29 年度目標 事業所 24 

・平成 26 年度末 記載なし 
 平成 29 年度目標 地域精神保健 相談員の配置２名 
（２）ジュウショウシンシンショウガイジシャの家族支援事業（ザイタクレスパイト事業）を新

設 
・平成 26 年度末 記載なし 
・平成 29 年度目標 利用シャ 30 名 
（３）地域で暮らし続けられる住まいの確保（障害シャグループホームの整備促進） 
・平成 26 年度末 記載なし 
平成 29 年度目標 重度障害シャグループホーム 10 室の用地調整・事業シャ選定 

・平成 26 年度末 チュウケイド障害シャグループホーム 343 室  
平成 29 年度目標 433 室 

（４）障害シャの就労を推進  
・平成 26 年度末 就労支援の実施  
平成 29 年度目標「就労移行支援」事業所等と連携した就労支援の強化 

・平成 26 年度末 福祉施設等から一般就労した年間の障害シャ数 年間 100 人 
平成 29 年度目標 年間 160 人 

・平成 26 年度末 記載なし 
平成 29 年度目標 共同受注窓口の設置 

（５）ニッチュウ活動の場の充実（福祉エンの整備・拡充） 
・平成 26 年度末 記載なし 
平成 29 年度目標 生活介護事業所の定員拡大に向けた関係機関・民間事業所との協議 
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２２ 分分野野別別施施策策にに関関連連すするる事事業業

※ 整備・事業目標については、注記がない場合は平成 31 年度の目標値です。 

番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

１－（１） 

☆ 

民間「計画相談支援」事業所の

拡充 

民間「計画相談支援」
事業所総数 
18 事業所 

民間「計画相談支援」
事業所総数 
27 事業所 

相談支援事業者研修会
の開催  

２回／年 

相談支援事例集の作成
と事例の蓄積・更新

１－（２） 
☆ 

訪問支援（アウトリーチ）事業
医師・保健師による訪
問支援 

地域精神保健相談員
（精神保健福祉士）を
加えた多職種による
訪問支援 

１－（３） 
ＳＮＳを活用した障害者福祉

情報の発信 
区公式ツイッター発信

４回／年 
区公式ツイッター発信

12 回／年 

１－（４） 
（仮称）発達障害者支援連絡会

の開催 
― ３回／年 

施策１ ケアマネジメント体制の強化

番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

２－（１） 

☆ 

重症心身障害児（者）在宅レス

パイト事業 

― 利用者数 30 名 

２－（２） 「居宅介護」「重度訪問介護」

利用者数 924 人／月 利用者数　 994人／月

利用時間  
51,814 時間／月

利用時間  
53,771 時間／月

（平成 29 年度） 

２－（３） 日中活動の場の充実 
民設福祉園の開設 
（平成 26 年 ６月） 

利用需要の把握・民間
事業者との協議 

２－（４） 短期入所事業 民間事業所数 ９所 民間事業所誘致(１所)

２－（５） 
練馬障害福祉人材育成・研修セ

ンターの運営 
基礎研修、階層別研修
の実施 

障害特性別研修・中堅 
職員育成の充実

施策２ 暮らしを支える介護・援助の充実
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○ 本計画では、「ビジョン」障害者福祉分野のアクションプランを重点事業と位置付けて

います。あわせて施策１から施策９において示した「主な取組」に関連する主要な事業

を１つ掲載しています。 

○ 戦略計画と関連する事業は☆で示しています。 

※ アクションプランは平成27年６月を目途に策定するため、変更する可能性があります。 

※ 平成26年度末見込みで未整備の事業は、「－」で示しています。 

１１ 重重点点事事業業（（アアククシショョンンププラランン））

番号 事業名 平成 26 年度末見込み 平成 29 年度目標 

【１】 
障害者の生活状況に応じ
たケアマネジメント体制
を強化 

相談支援の実施 
障害者地域生活支援セン
ターの相談支援機能強化

民間「計画相談支援」 
事業所総数 

18 事業所 

民間「計画相談支援」 
事業所総数 

24 事業所 

―
地域精神保健相談員の 
配置 

２名 

【２】 
重症心身障害児（者）の
家族支援事業（在宅レス
パイト事業）を新設 

― 利用者 30 名 

【３】 

地域で暮らし続けられる
住まいの確保（障害者グ
ループホームの整備促
進） 

― 

重度障害者 
グループホーム 

10室の用地調整・事業者選定

中軽度障害者 
グループホーム 

343 室 

中軽度障害者 
グループホーム 

433 室 

【４】 障害者の就労を推進 

就労支援の実施 
「就労移行支援」事業所
等と連携した就労支援の
強化 

福祉施設等から一般就労
した年間の障害者数 

年間 100 人 

福祉施設等から一般就労
した年間の障害者数 

年間 160人 

― 共同受注窓口の設置 

【５】 日中活動の場の充実（福
祉園の整備・拡充） 

― 
生活介護事業所の定員拡
大に向けた関係機関・民
間事業所との協議 

第 ４ 章  主な実施事業
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第 

４ 

章

33 ページ  
２ ブンヤ別セサクに関連する事業  
 事業ごとに、平成 26 年度マツ見込みと整備・事業目標が記載されています。 
整備・事業目標については、注記がない場合は、平成 31 年度の目標値です。 

 
セサク 1 ケアマネジメント体制の強化 
１－（１）星印 民間「計画相談支援」事業所の拡充。  
・26 年度マツ見込 民間「計画相談支援」事業所 18、相談支援 事業シャ 研修会の開催年 2
回。 
・目標 民間「計画相談支援」事業所 27。相談支援ジレイシュウの作成と事例のチクセキ・更

新。 
１－（２）星印 訪問支援（アウトリーチ）事業。  
・26 年度マツ見込 医師・保健師による訪問支援。・目標 地域精神保健 相談員（精神保健福

祉士）を加えたタショクシュによる訪問支援。 
１－（３）ＳＮＳを活用した障害福祉 情報の発信。   
・26 年度マツ見込 区公式ツイッター発信 年 4 回 
・目標 区公式ツイッター発信 年 12 回。 
１－（４）（仮称）発達障害シャ 支援連絡会の開催。 
・26 年度マツ見込 記載なし。 
・目標 年 3 回。 
 
セサク 2 暮らしを支える介護・援助の充実。 
２－（１）星印 ジュウショウシンシンショウガイジシャザイタクレスパイト事業。 
・26 年度マツ見込 記載なし。 
・目標 利用シャ数 30 名。 
２－（２）「キョタク介護」「ジュウド訪問介護」。 
・26 年度マツ見込 利用シャ数 月 924 人、利用時間 月 51,814 時間。  
・平成 29 年度目標 利用シャ数 月 994 人、利用時間 月 53,771 時間。 
２－（３）ニッチュウ活動の場の充実。  
・26 年度マツ見込 民設福祉エンの開設（平成 26 年 6 月）。 
・目標 利用需要の把握、民間ジギョウシャとの協議。 
２－（４）短期入所事業。 
・26 年度マツ見込 民間事業所数 9 所。 
・目標 民間事業所誘致(1 所)。 
２－（５）ネリマ障害福祉ジンザイ育成・研修センターの運営。 
・ 26 年度マツ見込 キソ研修、カイソウベツ研修の実施。 
・目標 障害 特性別 研修・チュウケン職員育成の充実。 
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番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

５－（１） 
☆ 

一般就労の促進 

福祉施設等から一般就
労した年間の障害者数    

年間 100 人

福祉施設等から一般就
労した年間の障害者数    

年間 200 人

企業向け雇用支援セミ
ナー   

１回／年

啓発パンフレットの作
成と活用による障害者 
雇用の支援

５－（２） 
☆ 

職場定着支援事業 

職場定着のための就労
支援員派遣 

1,890 回／年 

職場定着のための就労
支援員派遣 

2,000 回／年 

５－（３） 障害特性に応じた支援の充実 
就労移行支援事業者向
け研修  

３回／年 

障害別支援マニュアル
の作成と活用   

５－（４） 
☆ 

共同受注体制の整備 

― 
共同受注窓口設置 
(平成 27 年度) 

作業所工賃月額
10,315 円（25 年度）

作業所工賃月額 
15％増 

番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

６－（１） 
「移動支援」「行動援護」「同

行援護」 

利用者数 950 人／月 利用者数 1,116人／月
利用時間  

20,434 時間／月 
利用時間  
   23,790 時間／月

（平成 29 年度） 

６－（２） 
地域福祉パワーアップカレッ

ジねりま 

学生数 ７期生 40 人
入学学生数 40 人／年

     ８期生 40 人

６－（３） 障害者スポーツの指導者育成 研修 １回／年 　　　　研修 ２回／年 

６－（４） ふれあいバザールねりま ２回／年 ２回／年 

施策５ 障害者の就労を推進 

施策６ 社会参加の促進
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番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

３－（１） 

☆ 

重度障害者に対応したグルー

プホームの整備 

― 10 室整備 

３－（２） 

☆ 

中軽度障害者に対応したグル

ープホームの整備 

民間事業所室数  
343 室 

民間事業所室数 
493 室 

３－（３） 住宅のバリアフリー化 
住宅改修費助成 

20 件 
住宅改修費助成 

35 件 

３－（４） 住まいの相談 
各相談窓口等におい
て情報提供等の実施 

住まいに関する情報
の集約と活用 

番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

４－（１） 乳幼児健康診査 

４か月児健康診査  
受診率 96％

受診率を維持
未受診者については
状況把握の実施

１歳 ６か月児健康診査
(歯科) 受診率 89％

３歳児健康診査 
受診率 94％

４－（２） 
こども発達支援センターによ

る区民向け講演会等の実施 
１回／年 １回／年 

４－（３） 
障害児発達支援連携会議の開

催 

実務者会議 ２回／年 実務者会議 ２回／年

個別会議  45 回／年 個別会議  50 回／年

４－（４） 
障害児通所支援事業所支援の

充実 

研修への講師派遣 
５回／年 

研修への講師派遣 
５～６回／年 
実習受入れ 

４－（５） 

特別支援教育に関わる教員の

専門性の向上および支援体制

の充実 

特別支援教育研修会 

３回/年 研修会の継続 

私立幼稚園への支援 

・専門家相談 

・研修会等の実施 

特別支援教育コーディ

ネーター研修会 

４回/年 

学校生活支援員研修会

３回/年 

施策３ 住まいの場の拡充

施策４ 障害児支援の充実
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34 ページ 
セサク 3 住まいの場の拡充 
３－（１）星印 ジュウド障害シャにタイオウしたグループホームの整備  
・26 年度マツ見込 記載なし 
・目標 10 シツ整備 
３－（２）星印 チュウケイド障害シャにタイオウしたグループホームの整備 
・現況 民間事業所シツスウ 343 シツ  
・目標 民間事業所シツスウ 493 シツ 
３－（３）住宅のバリアフリー化 
・26 年度マツ見込 住宅改修費ジョセイ 20 件  
・目標 住宅改修費ジョセイ 35 件 
３－（４）住まいの相談 
・26 年度マツ見込 各相談窓口トウにおいて情報提供トウの実施 
・目標 住まいに関する情報の集約と活用 
 
セサク 4 障害児支援の充実 
４－（１）ニュウヨウジ健康診査  
・26 年度マツ見込 4 か月児健康診査 ジュシンリツ 96％、1 歳 6 か月児健康診査(歯科) ジュシ

ンリツ 89％、3 歳児健康診査ジュシンリツ 94％。   
・目標 ジュシンリツを維持。ミ受診シャについてはジョウキョウハアクの実施。 
４－（２）こども発達支援センターによる区民向け講演会トウの実施 
・26 年度マツ見込 年 1 回  
・目標 年 1 回 
４－（３）障害児発達支援連携会議の開催  
・26 年度マツ見込 ジツムシャ会議 年 2 回、個別会議  年四十五回 
・目標 ジツムシャ会議 年 2 回、個別会議  年 50 回 
４－（４）障害児 ツウショ支援 事業所支援の充実 
・26 年度マツ見込 研修への講師派遣年 5 回 
・目標 研修への講師派遣年 5～6 回、実習受入れ 
４－（５）特別支援教育に関わる教員の専門性のコウジョウおよび支援体制の充実 
・26 年度マツ見込 特別支援 教育 研修会年 3 回、特別支援 教育コーディネーター 研修会

年 4 回、学校生活支援員研修会年 3 回 
・目標 研修会の継続 私立幼稚エンへの支援（専門家相談・研修会トウの実施） 
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番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

５－（１） 
☆ 

一般就労の促進 

福祉施設等から一般就
労した年間の障害者数    

年間 100 人

福祉施設等から一般就
労した年間の障害者数    

年間 200 人

企業向け雇用支援セミ
ナー   

１回／年

啓発パンフレットの作
成と活用による障害者 
雇用の支援

５－（２） 
☆ 

職場定着支援事業 

職場定着のための就労
支援員派遣 

1,890 回／年 

職場定着のための就労
支援員派遣 

2,000 回／年 

５－（３） 障害特性に応じた支援の充実 
就労移行支援事業者向
け研修  

３回／年 

障害別支援マニュアル
の作成と活用   

５－（４） 
☆ 

共同受注体制の整備 

― 
共同受注窓口設置 
(平成 27 年度) 

作業所工賃月額
10,315 円（25 年度）

作業所工賃月額 
15％増 

番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

６－（１） 
「移動支援」「行動援護」「同

行援護」 

利用者数 950 人／月 利用者数 1,116人／月
利用時間  

20,434 時間／月 
利用時間  
   23,790 時間／月

（平成 29 年度） 

６－（２） 
地域福祉パワーアップカレッ

ジねりま 

学生数 ７期生 40 人
入学学生数 40 人／年

     ８期生 40 人

６－（３） 障害者スポーツの指導者育成 研修 １回／年 　　　　研修 ２回／年 

６－（４） ふれあいバザールねりま ２回／年 ２回／年 

施策５ 障害者の就労を推進 

施策６ 社会参加の促進
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番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

３－（１） 

☆ 

重度障害者に対応したグルー

プホームの整備 

― 10 室整備 

３－（２） 

☆ 

中軽度障害者に対応したグル

ープホームの整備 

民間事業所室数  
343 室 

民間事業所室数 
493 室 

３－（３） 住宅のバリアフリー化 
住宅改修費助成 

20 件 
住宅改修費助成 

35 件 

３－（４） 住まいの相談 
各相談窓口等におい
て情報提供等の実施 

住まいに関する情報
の集約と活用 

番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

４－（１） 乳幼児健康診査 

４か月児健康診査  
受診率 96％

受診率を維持
未受診者については
状況把握の実施

１歳 ６か月児健康診査
(歯科) 受診率 89％

３歳児健康診査 
受診率 94％

４－（２） 
こども発達支援センターによ

る区民向け講演会等の実施 
１回／年 １回／年 

４－（３） 
障害児発達支援連携会議の開

催 

実務者会議 ２回／年 実務者会議 ２回／年

個別会議  45 回／年 個別会議  50 回／年

４－（４） 
障害児通所支援事業所支援の

充実 

研修への講師派遣 
５回／年 

研修への講師派遣 
５～６回／年 
実習受入れ 

４－（５） 

特別支援教育に関わる教員の

専門性の向上および支援体制

の充実 

特別支援教育研修会 

３回/年 研修会の継続 

私立幼稚園への支援 

・専門家相談 

・研修会等の実施 

特別支援教育コーディ

ネーター研修会 

４回/年 

学校生活支援員研修会

３回/年 

施策３ 住まいの場の拡充

施策４ 障害児支援の充実

- 35 -

第 

４ 

章

35 ページ 
 
セサク 5 障害シャの就労を推進 
５－（１）星印 一般就労のソクシン  
・26 年度マツ見込 福祉施設トウから一般就労した年間の障害シャ数 100 人、企業ムケ雇用支援

セミナー開催年 1 回 
・目標 福祉施設トウから一般就労した年間の障害シャ数 200 人、ケイハツパンフレットの作成

と活用による障害シャ雇用の支援 
５－（２）星印 職場テイチャクシエン事業 
・26 年度マツ見込 職場テイチャクのための就労支援員派遣 ネン 1,890 回  
・目標 職場テイチャクのための就労支援員派遣 年 2,000 回 
５－（３）障害特性に応じた支援の充実 
・26 年度マツ見込 就労移行支援ジギョウシャ向け研修 年 3 回 
・目標 障害別支援マニュアルの作成と活用 
５－（４）キョウドウジュチュウ体制の整備 
・26 年度マツ見込  25 年度作業所コウチン月額 10,315 円 
・目標 キョウドウジュチュウ窓口設置(27 年度) 作業所コウチン月額 15％増 
 
セサク 6 社会参加のソクシン 
６－（１）「移動支援」「行動エンゴ」「ドウコウエンゴ」 
・26 年度マツ見込 利用シャ数月 950 人、利用時間月 20,434 時間 
・平成 29 年度目標 利用シャ数月 1,116 人、利用時間月 23,790 時間 
６－（２）地域福祉パワーアップカレッジねりま 
・26 年度マツ見込 学生数 7 期生 40 人  8 期生 40 人 
・目標 入学 学生数 年 40 人 
６－（３）障害シャスポーツの指導シャ育成 
・26 年度マツ見込 研修年 1 回 
・目標 研修年 2 回 
６－（４）ふれあいバザールねりま 
・26 年度マツ見込 年 2 回 
・目標 年 2 回 
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１１ 第第四四期期障障害害福福祉祉計計画画のの策策定定ににああたたっってて

○ 障害福祉計画は障害者計画とは別に、障害者総合支援法に規定する障害福祉サービス

等の供給見込み量などについて示すものです。

○ 障害福祉サービス等の供給見込み量は、「ビジョン」や障害者計画を踏まえて算定して

います。

○ 障害福祉計画は、「障害福祉計画策定に係る国の基本指針」に従って策定するものとな

っているため、第１章から第４章までの表記方法と異なっています。

２２ 基基本本指指針針にによよるる３３つつのの目目標標

○ 基本指針により、つぎの３項目の目標設定を行います。その算定方法についても、基

本指針で規定されています。 

（（１１））福福祉祉施施設設かからら地地域域生生活活へへのの移移行行

○ 福祉施設から地域移行する入所者数の目標を設定します。            

○ 平成 29 年度末の施設入所者数の目標を設定します。

（（２２））地地域域生生活活支支援援拠拠点点等等のの整整備備

○ １か所整備 ⇒詳細は資料編44ページ参照 

（（３３））福福祉祉施施設設かからら一一般般就就労労へへのの移移行行

○ 福祉施設から一般就労への移行者数の目標を設定します。

○ 就労移行支援事業所の利用者数の目標を設定します。

○ 就労移行率が３割以上の就労移行支援事業所数の目標を設定します。

【第四期計画の目標値】 

① 一般就労移行者数（平成24年度実績の２倍） 

② 就労移行支援事業所の利用者数 

③ 就労移行率が３割以上の事業所数の割合 

９０人 

１５７人 

 ７０％ 

地域生活支援拠点…地域生活支援推進のため、居住支援機能（グループホーム等）と地

域支援機能（相談、緊急時の受入れ・対応や地域の体制づくり等）を一体的に行う拠点

のこと（多機能拠点整備型）。地域で機能分担する面的整備型も想定されている。

平成25年度末現在の施設入所者数 ４３９人 

【第四期計画の目標値】 

① 地域生活移行者数（平成25年度末時点入所者の12％）

② 平成29年度末の施設入所者数 

５３人 

４３０人 

第 ５ 章  第四期障害福祉計画
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番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

７－（１） 障害者差別解消の啓発事業 ― 
啓発リーフレットの
作成と活用 

７－（２） 障害者虐待防止センター事業 
虐待防止センター等に
よる虐待対応実施 

啓発リーフレットの
作成（平成 27 年度）
と活用 

７－（３） 啓発研修「マイフレンド講座」 ― 受講者数 40 人／年 

７－（４） 
成年後見制度利用の周知・利用

促進 

①地域団体が実施す
る講演・勉強会等への
講師派遣 20 回／年 

①地域団体が実施す
る講演・勉強会等への
講師派遣 20 回／年 

②相談会  ５回／年 ②相談会  ５回／年 

施策７ 権利擁護の推進  

番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

８－（１） 福祉避難所の拡充 
福祉避難所 37 か所 福祉避難所 40 か所

無線機配備による情報 
連絡体制強化 

８－（２） ヘルプカードの周知・啓発 啓発事業 ９回／年 啓発事業 10 回／年

８－（３） 
公共施設におけるユニバーサ

ルデザインの推進 

障害者等へ意見聴取  
延４件 

（平成 23～26年度）

（仮称）地域福祉・福
祉のまちづくり総合
計画で目標値を設定 

施策８ 安全・安心な暮らしの支援  

番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

９－（１） 
☆ 

訪問支援（アウトリーチ）事業
医師・保健師による訪
問支援 

地域精神保健相談員
（精神保健福祉士）を
加えた多職種による
訪問支援 

９－（２） 
地域移行・地域生活支援情報の

充実 

地域支援機関との協
働で、光が丘・北町地
域の相談先、サービス
等を記載した生活応
援ガイドブック「はば
たき」を作成 

各地域版生活応援ガ
イドの作成および活
用 

９－（３） 
難病等に関する講演会等の実

施 

難病講演会の実施 

（区内で年２回） 

難病等に関する講演
会を継続開催し、併せ
て各種制度を周知 

９－（４） 
（仮称）医療・福祉関係者向け

研修会の実施 
― 

障害の特性等につい
て医療・福祉関係者向
け研修会を区で実施 

施策 9  保健・医療体制の充実  
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36 ページ 
セサク 7 権利擁護の推進 
７－（１）障害シャ差別解消の啓発事業 
・26 年度末見込 記載なし 
・目標 啓発リーフレットの作成と活用 
７－（２）障害シャ 虐待防止センター事業 
・26 年度末見込 虐待防止センター等による虐待対応実施 
・目標 啓発リーフレットの作成（27 年度）と活用 
７－（３）啓発研修 マイフレンド講座 
・26 年度末見込 記載なし 
・目標 受講シャ数 年四十人 
７－（４）成年後見制度利用の周知・利用促進 
・26 年度末見込  
①地域団体が実施する講演・勉強会等への講師派遣 年 20 回 ②相談会 年 5 回   
・目標 ①地域団体が実施する講演・勉強会等への講師派遣 年 20 回 ②相談会 年 5 回 
セサク 8 安全・安心な暮らしの支援 
８－（１）福祉避難所の拡充 
・26 年度末見込 福祉避難所 37 か所 
・目標 福祉避難所 四十か所、無線機配備による情報連絡体制強化 
８－（２）ヘルプカードの周知啓発 
・26 年度末見込 啓発事業 年 9 回 
・目標 啓発事業 年 10 回 
８－（３）公共施設におけるユニバーサルデザインの推進 
・26 年度末見込 障害シャ等へ意見聴取 のべ 4 件（平成 23 から 26 年度） 
・目標 （仮称）地域福祉・福祉のまちづくり総合計画で目標値を設定 
セサク 9 保健・医療体制の充実 
９－（１）星印 訪問支援（アウトリーチ）事業 
・26 年度末見込 医師、保健師による訪問支援 
・目標 地域精神保健 相談員（精神保健福祉士）を加えたタショクシュによる訪問支援 
９－（２）地域移行・地域生活支援情報の充実 
・26 年度末見込 地域支援機関との協働で、光が丘・北町地域の相談先、サービス等を記載した

生活応援ガイドブック「はばたき」を作成 
・目標 各地域版生活応援ガイドの作成および活用 
９－（３）難病等に関する講演会等の実施 
・26 年度末見込 難病講演会の実施（区内で年 2 回） 
・目標 難病等に関する講演会を継続開催し、併せて各種制度の周知を行う。 
９－（４）（カショウ）医療・福祉関係シャ向け研修会の実施 
・26 年度末見込 記載なし 
・目標 障害の特性等について医療・福祉関係シャ向け研修会を区で実施。
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